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　学術書で一つ例をあげるとすれば、2013 年 1 月に亡くなられた小林義武先










































































92 mixed muses no.9
　「タダほど高いものはない」という言葉があるが、それは真実を衝いている
と私は思う。タダ（無料）で、もしくは格安で、何かを手に入れるのは本当に「得
なこと」だろうか？　（コンテンツという言葉はどうも私は好きになれないの
だが、）コンテンツを創る側にお金が回らなくなったら、新たなコンテンツは
生まれなくなる。結果、文化は痩せ細っていくだろう。文化を享受する側にとっ
てこれほど「損なこと」はないのではないだろうか？　「良い仕事をしているな」
と思ったら、一冊の本を、一枚のＣＤを、一回のコンサートのチケットを、身
銭を切って購入する。それは創り手に対する何よりもの応援であり、身銭を切
ることによって、より真剣に、批判的に、読み／聴くことにもなる。受け手側
のその態度は、創り手をより真剣にさせるだろう。それは、大きく言えば、文
化を創造する営為に参画することなのだ。
　こんな大上段にふりかぶったことは、制作の現場にいる人間（物を売る立場
の人間）は、ふだんは口にできない（口にするべきものでもない）。若い人た
ちにぜひこういった問題を考えてみてほしいと思い、言葉足らずではあるけれ
ど、敢えてこの機会に語ってみた。
　講義にあたって、事前に、「自分で本を書き、出版するとしたら、どのよう
な企画が考えられるか」をテーマに、Ａ４一枚のペーパー（いわば企画書であ
る）を学生たちから提出してもらっていた。多彩な興味深いテーマが並んでい
て、文章表現にもそれぞれの個性が表れており、非常に面白く、一人一人と突っ
込んだ話をしてみたいと考えていたが、前半の講義が長引いてしまい、最後に
なっていささか駆け足で、ひとことずつ感想を述べさせていただく形になった。
時間をかけて考え、文章にまとめてくれた学生たちにお詫びしたい。（それに
しても企画書というものは、書いた人の現在のありようを驚くほど如実に示す
ものである。改めてそれを感じさせられた、興味深いひとこまだった。）
　最後に、井上さつき先生をはじめ、増山賢治先生、安原雅之先生には大変お
世話になりました。この場を借りて感謝申し上げます。
